









































































M (2)(7ilp))が最大 - lp)がコヒーレント状態 (5)
従って､
M (2)(7ilp))が最大 - Ip)が独立粒子状態 (6)
このように､一体問題の時に導入したカオス性の指標を形式的に多問題に拡張すると､最初の表の2段
目､多体相関の指標としての意味を自然に持つようになる｡また､ここで導入したコヒーレント状態に
対してある種の古典力学が定義でき､それはいわゆるTimeDependentHartree-Fock(TDHF)方程式
とちょうど一致する｡(図1参照)
フェルミ粒子系以外への拡張も簡単である｡例えば､量子情報で重要なqubit系等のスピン系では､
コヒーレント状態に相当するのは､一体状態の積の形に書かれたエンタングルメントのない状態であり､
ボソン系なら､ボーズ凝縮したような､全ての粒子が同じ一体状態に落ちたような状態がコヒーレント
状態になる｡
図2に､最も簡単と思われる例を示した｡-粒子状態が 2つあり､そこにボソンを2つ詰める｡一体
状態の変換群はU(2)､相空間に相当する空間は球面となる.多体状態は3次元で､l2,0日1,1),IO,2)で
浜られる (スピン1表現)｡これらの中で､l,1)～l,0)JO,1)+lO,1)l,0)だけが単一の積で書けず､相
関を持つ状態である｡その違いが､伏見関数の広が りの違いとして現れている｡2次モーメントの具体
的な計算については､論文【2]を見てください｡
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